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神津牧場の草地に関する調査
＜共同研究者 畜産草地研究所 山本嘉人・平野 清＞

土地利用型畜産の基盤は草地であることに鑑み、夏の放牧地の管理のみならず、冬場の

飼料確保のための採草地ともに、気象条件を見ながら適正な植生管理技術を確立すること

を目的とし、種々の施策を行っている。

○草地の概況

神津牧場は総面積 のうち草地として利用しているのは約 である。387ha 100ha
＜草地の配置図＞

＜草地管理個表＞ 個表の と配置図の数字が一致している。No.
採草地は配置図の黄色の部分で、傾斜が比較的緩やかでトラクタ作業が可能なと

ころで面積は である。搾乳牛の放牧地は配置図の緑色の部分で、パーラーを27ha
中心に半径 以内に配置され面積 である。配置図のピンク色の部分は公1.2km 28ha
共育成牧場として利用しているところで、面積は約 である。配置図の青色の30ha
部分は、物見山山頂に近い高所で、主に肥育素牛や妊娠確認牛の放牧に利用し、

面積は約 である。なお、公称面積は草地開発を行ったときの面積で、測定面15ha
積は最近利用している部分を実測したものである。峠地区が半減しているのは、

この間に放牧圧が弱く、周辺がブッシュ化して面積が縮少したためと思われる。

○草地の植生

主要な採草地及び放牧地の植生について調査した。

典型的な採草地及び放牧地の草種と被度などはこちらのとおりである。いずれの草地も

植被率は ％以上と高く、また、エロージョンは殆ど発生していない。出現した主な草80
種は次のようである。

いくつかの草地について特徴を記す。

・大面積（ ）でもっとも主要な採草地である吹雪原は、リードカナリーグラスと6.5ha



- 2 -

ケンタッキーブルーグラスが優占している。両者の被度が高く、雑草は少なく、植生診断

基準に照らせば良好な草地と判定できる。この草地は最近 年以上更新をかけたことが10
なかったが、同じ採草地でオーチャード・ペレニアルライ・チモシーを２年前に追播した

大畑（下表）は、オーチャードとペレニアルライが優占してきており、簡易更新の効果が

現れている。しかし、植生診断基準に照らせばまだ更新が必要なレベルである。チモシー

はここだけでなく他の草地でも簡易更新時にいれてみたが、うまく定着しなかった。当牧

場の年平均気温は９℃で、チモシーにはやや高温になるのかもしれない。

・重放牧的な放牧の続く搾乳牛の放牧地である白樺は、ケンタッキーブルーとホワイト

クローバが優占して、レッドトップも認められた。もう少し牧草の被度を高めたい。雑草

の被度は極めて少ない。
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・雑草としては、メドウフォックステール（オオスズメノテッポウ）が一部の草地で目

立つところがあるが、掃除刈りをすることによって抑制できる。エゾノギシギシは常在し

ているが問題になるような密度ではない。

外来雑草としては、ハルザキヤマガラシとセイヨウノコギリソウが繁茂している。前者

は草地の中にはあまり入り込まず路傍を中心に繁茂している。後者は草地の中にもよく見

られるが、生産に支障をきたすものではない。

＜参考：草地の植生診断基準＞

この基準から見ると、下表のように神津牧場の草地は要更新が多く、決して良好とは言

えない。

放牧草地の植生診断基準

項目

全牧草被度

８０％以上 ５０～

８０％

５０％

未満マメ科
40%以下

マメ科
40%以上

雑
草
被
度

１０％未満 良好 更新

検討

１０～３０％ 更新

検討
要更新

３０％以上

（日本草地協会1996；草地診断の手引き）更新検討：施肥や利用法の改善
により回復できない場合は更新

採草地の植生診断基準

項目

基幹（優良）草種被度

７０％以上 ５０～

７０％

５０％未満

雑
草
被
度

１０％未満 良好 更新検討

１０～３０％ 更新検討
要更新

３０％以上

（日本草地協会1996；草地診断の手引き）更新検討：施肥や利用法の改善
により回復できない場合は更新
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○採草地の生産力

・生草収量ベースの生産量の推移

年間の生産量について15
は、生草収量の推定データし

か残っていない。実測値はロ

ール個数であるが、平成８～

年の間はほぼ 個超で推16 400
移していたが、以後大きく伸

びている。ただ平成 年に20
は大きく落ち込んでいるが、

これは化成肥料の施用を取り

やめたことによる。しかし、

堆肥施用に切り替えたためそ

21 22 kg kg/10aの効果が現れ、 、 年と再

び増加に転じている。

平均単収は、３ｔ／ から10a
平成 年には ｔに達して22 5.8
おり、この地域の収量水準か

らみても高いレベルにある。
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・乾物収量ベースの生産量の推移

乾物収量はロール重

と乾物率を測定した実

測値であり、平成 年18
からデータを取ってい

る。

主要な採草地である

吹雪原・同川向・石田

・ロマンスシートは、

従来から施肥管理を十

分に行ってきたことを

反映して、 － ｔ／10 11
の高い水準を維持しha

ている。

次いで管理の行き届

いている切通・大畑・

5荻の平下・峠１などは

－ ｔ／ レベルとな7 ha
り、その他は ｔレベ4
ルに低下している。

＜参考＞

地帯
採草地 放牧地

生草 乾物 生草 乾物

高標高寒冷地帯 40-45 6.0-6.8 30-40 4.5-6.0

高標高地帯 40-45 6.0-7.5 40-45 6.0-6.8

中標高地帯 50-60 7.5-9.0 40-45 6.0-7.5

低標高地帯 50-70 7.5-10.5 45-55 6.8-8.3

沿岸温暖地帯 50-70 7.5-10.5 40-55 6.0-8.3

関東・東海・北陸地域の生産目標
（草地管理指標より、ｔ／ｈａ）
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・番草別の乾物収量

・購入乾物重の減少による乾物自給率の向上
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○放牧地の生産力

年のシーズンを通して、採草地及び放牧地の一部において、坪刈りによる生産量2010
を調査した。採草地については、前記のロールベールの収穫量のデータよりも低めである

、 、 。が 例えば吹雪原では ／ と高い値が得られており 収量の傾向は一致している829kg 10a
一方、放牧地については、県 、白樺、峠６はいずれも６～７ｔ／ の生産量を示し13 ha

ており、レベルは高いと判断される。放牧地は化成肥料の施肥は一切行っておらず、牛の

落とすふん尿のみに依存している。
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○飼料成分

・ 年と 年に、２番草のロールベールと放牧草の飼料成分を調査した。2009 2010
78.8 40.1 TDN 60.2水分は 放牧草は ％ ロールは予乾したため ％であった はロールが、 、 。

％であったのに対し、放牧草は ％と高く、また、粗蛋白もロールが ％に対し、67.9 17.7
放牧草は ％と高かった。このことは、放牧によってかなり高栄養の摂取をしている24.4
ことが伺える。

上表の各草地の平均値をとり、図示したのが下図である。
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・放牧草地における粗蛋白と の推TDN
移を調査した。各草地の放牧開始時に

坪刈りによってサンプリングし測定し

た。右図に示すように、粗蛋白は概ね

シーズンを通して ％前後で推移して20
おり、 も ％を越えている。秋のTDN 60
落ち込みも想定していたよりは小さか

った。
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・リードカナリーグラス主体の草地に、当場で作成している廃菌床を用いた各種堆肥を施

用した時の飼料成分を測定した。堆肥間の差異は明瞭ではなかったが、リードカナリーグ

ラスの飼料成分は、前記のケンタッキーブルーグラス主体の場合に比較してかなり低いこ

とが認められた。

・群馬県内公共育成牧場との比較

各牧場とも放牧草地の は各牧場ともに ％を越えており、飼料成分はかなり高TDN 60
いことが認められる。粗蛋白は牧場間でかなり開きがあり、草種、時期等によって左右さ

れるのかも知れない。
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・飼料分析診断

飼料分析例（神津牧場放牧区） （峠６，2009.8.14）

水分 6.68 粗脂肪 4.76 Ｃａ 0.74 

ＴＤＮ 66.65 NFＣ 19.82 Ｐ 0.38 

ＣＰ 20.69 灰分 7.86 Ｍｇ 0.22 

有効蛋白 18.86 ＯＣＣ 34.64 Ｋ 1.31 

ＡＤＦ 33.36 ＯＣＷ 57.50 当量比 0.61 

ＮＤＦ 56.99 Ｏａ 7.76 

ＡＤＬ 3.28 Ｏｂ 49.74 硝酸態窒素 0.01 

（%DM）

飼料分析注意項目

zグラステタニー（低マグネシウム血症）

z硝酸塩中毒
硝酸態窒素含量が高い飼料を摂取し続けた牛に発症（流産、乳質量低
下、死亡等）

硝酸態窒素含量が０．２％を超えると危険値

窒素肥料（家畜糞尿と化成肥料）の施用量と施用時期から収穫までの期
間確保（少なくとも１ヶ月以上）、化成肥料減肥

マグネシウム不足とカリウム過剰の草地に放牧された牛に発症（全身
硬直、けいれん等）

K/（Ca＋Mg）当量比が、２．２を超えると危険値

苦土施肥、カリウム施肥抑制、酸化マグネシウムの経口投与
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○早期放牧の効果

最近、春先の早期放牧が推奨されているが、神津牧場でも従来は５月初旬の放牧開始で

あった。そこで、早期放牧の可能性を試みた。

平成２１年の４月１日から放牧を開始し、搾乳量をみながらチモシー乾草とロールベー

ルサイレージを補給し、草の伸長に合わせて補給量を減じていった。

４月上旬の値が冬期飼養の量であるが、中旬までは昼間の放牧だけであり、補給量は減

らせなかったが、乳量は増加し、若干の草地からの採食が見込まれた。４月下旬になると

、 、 、 、昼夜放牧を開始したが 乳量が増加傾向にある中 チモシーの補給は半減 ロールは中止

濃厚飼料も減じることができた。５月に入ると、チモシーの補給も中止し昼夜放牧で草地

の草だけにしたが、草の伸びとともに搾乳量は急速に増加していった。

以上の経過から見て、人間の目で見えるよりもかなり早い段階から放牧牛は採食をする

ことが伺え、スプリングフラッシュを抑制し得ることが認められた。
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○シバ型草種の定着試験


